
(ア)子どもが「ものJとかかわる姿から

① 新しい「ものjと出合い，初めてかかわる姿

子どもたちは，新しい 「ものjに出合うと，その「もの」に対して興味や関心を

もち，親しみをもってかかわろうとする 。保育者は，子どもたちが今，どのような

ことに興味や関心をも っているのかを探り 「もの」との出合いを意図的，計画的に

行っていくことが大切だろう 。

ここでは，子どもたちが「もの」と初めて出合い，保育者と 一緒にものとかかわ

り，自分らしさを発揮していく姿を紹介していく 。

{J 
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人 とかかわる楽 しさ 気付 く

対象児　 年少児　 年長児(女E児)

場 面　 ジ ュ ー ス つ く り1

試行錯誤 感動体験 満足感

記 録 日　 平 成20年6月3日(火)

かかわ りの対象 人 もの 自然

こ れ ま で の 姿

入 園 し て 約2か 月 が 過 ぎ,子 ど も た ち は 自 分 の し た い 遊 び を 見 付 け られ る よ う に な っ
て き た 。 梅 雨 入 り し て,保 育 室 に あ る 空 き 箱 や ペ ッ トボ トル,ス トロ ー,平 テ ー プ な ど

を 使 っ て,「 剣 」や 「魔 法 の 杖 」な ど を つ く っ て 遊 ぶ 姿 も見 ら れ る 。
こ の 日の 前 日,年 長 児 が し て い る 「ジ ュ ー ス 屋 さ ん 」に 招 か れ,買 い 物 を 楽 し む 中 で 「こ

れ(花 紙 と水 と を 混 ぜ て つ く っ た ‘ジ ュ ー ス')を つ く っ て み た い な 」 と話 す 姿 か ら,自

分 で もつ く っ て み た い,や っ て み た い と い う気 持 ち が 膨 ら ん で き て い る の を 感 じた 。

子 ど もの姿

○ 年 長 児 が し て い る ジ ュ ー ス 屋 さ ん に 出 掛 け,

買 い 物 を 楽 しむ 。
A「 ジ ュ ー ス を くだ さ い 」
E「 何 ジ ュ ー ス?」

A「 レモ ン ジ ュ ー ス く だ さ い 」

E「 は い,ど う ぞ 」
A「 あ りが と う」

E「 ど う い た し ま し て 。
ま た 来 て ね!」

○ 自 分 で も つ く ろ う と,必 要 な 素 材 を考 え る 。
B「Bも,つ く りた い 」

保 「い い よ。 つ くっ て み よ う か 」
B「 『こ れ 』 ち ょ う だ い 。 こ れ を 入 れ て た の 」

保 「う み 組 さ ん が 『こ れ 』 入 れ て た の,よ く見 て
い た ね 。 花 紙 っ て 言 う ん だ よ 」

B「 う ん!は ・な ・が ・み 」

○Bの 遊 び に 気 付 き,買 い 物 を 済 ませ た 子 ど も
た ち も集 ま っ て きて,ペ ッ トボ トル に花 紙 を入
れ,水 を加 え て遊 ぶ。
A「 ぼ く もす る!」
C「Cも し た い 」D/「 ぼ く も!」

保 「い い よ」

○Dが ペ ッ トボ トル を 振 り,ジ ュ ー ス を つ く る 。
D「 先 生 見 て!ジ ュ ー ス!」

保 「う わ あ,お い しそ う な ジ ュ ー ス が で き た ね 。
Dく ん,ど う や っ て つ く っ た の?」

D「 こ う し た の!」

○ ペ ッ トボ ト ル に 蓋 を し
て,振 る と 水 と よ く 混 ざ
る こ と に 気 付 き,色 の 組

み 合 わ せ を 楽 し み な が ら
ジ ュ ー ス づ く り を す る 。

C「 赤 と 白 を 入 れ た の に,

白 が な く な っ た!」

保育者 の援助

【環 境 構 成 】 ペ ッ トボ トル,平 テ
ー プ な ど の ほ か に

,花 紙(赤,白,桃)を 準 備 し
て お い た 。

○ 保 育 者 も ジ ュ ー ス 屋 さ ん の 客 と
な り,子 ど も た ち が 売 り手 と買 い

手 に 分 か れ て,や り と り を す る 姿
を 見 守 り,遊 び の 楽 し さ を 共 に 味
わ い な が ら,必 要 に 応 じて 代 弁 し

た り,補 足 した り し た 。

○ 「つ く っ て み た い 」と い う 気 持 ち
を 受 け 止 め,必 要 な 「も の 」を 一 緒

に 考 え な が ら,「 こ れ 」が 「花 紙 」で

あ る こ と を伝 え た 。

「う み 組 さ ん が 『こ れ 』 入 れ て た の,

よ く 見 て い た ね 。 花 紙 っ て 言 う ん だ よ 」

○ 子 ど もた ち の 「～ し た い 」と い う
気 持 ち を 受 け 止 め,一 人 一 人 が た
っ ぷ り遊 び を 楽 し め る よ う ペ ッ ト

ボ トル と蓋,花 紙 を 用 意 し た 。

○ 振 る と水 と花 紙 が混 ざ り合 う こ
とに気 付 い たD児 の発 見 を共 に 喜
び,周 りの 子 ど もた ちへ の い い刺
激 とな る よ うな言 葉 掛 け を した。
「Dく ん,ど う や っ て つ く っ た の?」

○ 子 ど もた ち と一 緒 に ペ ッ トボ ト
ル を振 っ た り,色 を 組 み 合 わ せ た

り し て 遊 び の 面 白 さ を 共 に 味 わ う
よ う に し た 。

考 察
本 事 例 は,「 ～ し た い 」と 自分 の した い 遊 び を 見 付 け られ る よ う に な っ て き た 子 ど も た

ち が,年 長 児 の つ く っ た ジ ュ ー ス に 出 合 い,自 分 も つ く っ て み よ う とす る 中 で 必 要 な 「も
の 」や つ く り方,色 の 組 み 合 わ せ な ど に 気 付い て い っ た 事 例 で ある 。

保 育 者 は,子どもたちと共に遊 びを楽し みながら 一 人 一 人の発見を共に喜び,受け 止
める よ う に した 。 ま た,そ れ ぞ れ が ジ ュ ー ス づ く り を 楽 し む 中 で,同じ場を共有し て 遊

ぶ友だち の 存在にも 気付くよう な言葉掛け に 努 め た 。 友 だ ち の 気 付 きが 自 分 へ の 刺 激 と

な り,一 層 遊 び の 面 白 さ を 味 わ え た の で は な い だ ろ う か 。 今 後 も教材研究 を 深 め,一 人
一人 の 気付 きを大切に しながら,「も の」と の出合わ せ方も工夫 し てい きたい。

本 事 例 か ら見 られ た年 少 児 の 自分 ら し さの広 が り

年 長 児 に ジ ュ ース をつ く
っ て もら って 喜 ぶ 姿
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(人とかかわる楽しさ)(気付く】【試行錯誤)【感動体験)【満足感)

対象児年少児 (男 A児・ B児・ C児) 記録日 平成 20年 9月 18日(木)
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保育者の援助
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テープなどのほかに，ガムテープ
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本事例から見られた子どもたちの自分らしさの広
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(試行錯誤 X 鰍への親しみ右JÈ~)
対象児年中児

場面石けんと水を使った遊び

これまでの姿

記録日

かかわりの対象

6月18日(水)

自然

5月から絵の具や花紙を使つての色水遊びを楽しんでいた子どもたちは 水と色々なものを混ぜ

て遊ぶ楽しさを味わっていた。年少児が石けんを使って遊ぶ姿を見て， Iやってみたいjという子

どもの思いがあり，保育者も石けんを使った遊びを提案した。

子どもの姿

O 登園すると，準備しである容器に水と石けんを入

れる。

A I先生，どうやったら泡ができるの ?J
B I手を洗うみたいにしたらいいよJ
保 IBちゃんみたいにすると泡ができそうだね」

O 自分の容器で石けんを泡立て始める O

C I先生，泡がたくさんになってきたj

D Iぼくもいっぱいになったよ。見て見てJ
O 保育室から E児がストローを持ってくる。

o E児が自分の石けん水の入った容器をストロー

で吹いて，泡を立てる。

F IEちゃんすごい!どうやってやるの ?J
E Iストローを入れて ブクブクってするのj

A I先生，私もやってみたいj

O 保育室にストローを取りに行き，それぞれの容器

をブクブクして遊ぶ。

E I先生，ヤマモモをと ってきてもいい ?J
保「いいよ」

o E児がヤマモモをとってきて，それを泡の入った

容器に入れて潰し始める。

E I紫のジュースになっちゃ ったj

C I私もヤマモモ入れたいJ
D I一緒に取りに行こう」

O とってきたヤマモモを入れて潰したり，入れたま

ま息を吹き込み，ブクブク (泡)をつく ったりする。

O 自分がつく った石けん水をポリ袋に入れて，大切

に持ち帰る。

考察

保育者の援助

[環境構成]机，容器，石けんなどを準

備しておいた。

o B児の言った言葉を取り土1天7某育者

も手を洗うようにして泡をつく った。

IBちゃんみたいにすると泡ができそう

だねj

o E児の気付きに共感しながら，立てた

泡を触ったり，吹いたりしてその感触な

どを一緒に楽しんだ。

「触るとパチンて割れるね」

「ふーってするととんでいくね。そうね，

シャボン玉みたいね」

O ヤマモモを入れたいという気持ちを受

け入れ，子どもたちが真似して遊んだり，

見立てて遊んだりする姿を見守るように

した。

IEちゃんのは紫のジュースになった|

ねJ

O 泡をつくるだけでな く，ヤマモモジュ

ースをつく って楽しむ姿も見守った。

O 持ち帰りたい，明日もやりたいのでと

っておきたいとしミう気持ちを大切にする

ようにした。

絵の具や花紙などを水に混ぜて遊んだり，切ったカラーポリ袋やベッ トボトルのふたなどを混ぜ

たりして，子どもたちは水に何かを混ぜて遊ぶことを存分に楽しんでいた。石けんは，子どもたち

にと って身近なもので，泡立つことを今までの生活経験から知っており ，水にも容易に溶けるもの

である。保育者は，水とのかかわりが多くなる季節に石けんを使った遊びを取り入れ，抱立てる楽

しさやその感触などを:十分に楽しんでほしいと，想。ていた。子どもたちが泡の感触やおもしろさを

感じながら熱心に泡立てて遊ぶ姿に共感しながら一緒に楽しむようにした。本事例では，初めて泡

遊びを楽しむ子どもたちが，年少児の経験から遊びを広げていった友だちの姿を見ながら遊びを楽

しむ姿が見られた。保育者として，子どもたちの経験や遊びの流れを大切にしながら，その時期に

感じた遊びを提案していきたb司。

本事例から見られた子どもたちの自分らしさの広がり

仁つ
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体を動かす楽しさ

対象児年中児(女A児， B児， C児， D児)

場面竹馬・銑馬

これまでの姿

証録日 平成20年 1月上旬

かかわりの対象 CÐ~ 自然

園庭にある様々な遊具で遊んでいる子どもたち。鉄棒で前回りや足を掛けてぶら下がる技に挑戦した

り，のぼり棒を上まで登ろうとしたりして遊んでいる。子どもたちにいろいろな保験をしてほしいと考え，

l月になり， 園庭に竹馬や鉄馬を準備した。

子どもの姿 | 保育者の援助

O 園庭で、年長児が竹馬に乗っているのに気付く 。

A r先生，私も竹，馬に乗ってみたい」

B r私も !J
保「じゃあ，先生と一緒にやってみよう判

O 初めは竹馬に乗ってみるが難しくてなかなか

乗れない。補助のついた銑馬に乗ってみる。

c rうわー， ぐらぐらするj

D r先生ちょ っと持っててJ
O 初めは立っているのがやっとだったが， 一歩ず

つ足を進められる ようになる。

E r先生見てて。2歩歩けるよ!J 
B r私も。先生，見てて!J 
A r次，貸して」

B rいいよ」

O 保育者が補助のなし喧失馬を準備すると，順番に

それに挑戦する。

c r先生，ちょ っとだけ手を離していいよ。あー

もう一回やってみるJ
O 片付けの時間になり，片付ける。

D r明日もまたやろうね」

E 「お母さんにも教えてあげようJ

考察

[3;親寛構成】園庭に竹馬や鉄馬を準備して，自由

に遊べるようにした。

O 補助の付いた鉄馬を紹介し， 一緒にやってみ

る。 I「まずは，銑馬からやってみよう州 |

O 周りの子どもたちとの距離を十分に確保し，安

全に留意するように言葉掛けをした。

O 怖がっている子とεもには，保育者が支えて少し

ずつ慣らすようにした。

O 少しずつできるようになった姿を共に喜び，さ

らに挑戦しようとするよう言葉掛けした。

「さ っきは一歩だけだったのに!ゃったね」

「00ちゃんの方まで行ってみょうかJ

O 子どもたちが，鉄馬を貸し借りしながら遊ぶ様

子を認め，賞賛した。

| 「→者に使って遊ぶと，楽しいね」

O 今日できるようになったことを共に喜ぶ様に

し，保護者にもがんばった姿を伝えた。

園庭の遊具を使って様々な遊び方ができるようになってきた3学期。鉄馬は，子どもたちにと っては初

めての遊具であったが乗れるようになりたいという気持ちが強く何度落ちても挑戦する姿が見られた。

何度も落ちながら，鉄馬の上でどのようにバランスをとればよいか，足の向きはどうすれば歩きやすいか

など自分なりにコツを掴み 一歩ずつ足を進められるようになっていった。少しずつ乗れるようになって

きた姿を保育者や友だちに認めらたり， 一緒に遊んでいる友だちが乗れるようになった姿を見たりするこ

とで，さらにやる気も高まってきたようだ。

本事例では，子どもたちが自分なりに謝子錯誤する姿が見られた。保育者として，子どもたちの様々な

遊具との出合いを計画し，ちょっと震動貯;きるよう防ることや心地よい負荷?を提供し，あきらめ

ずに挑戦し続けようとする姿を育てられるような環境構成を大事にしていきたい。

本事例jから見られた子どもたちの自分らしさの広がり

亡今
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(新錯誤)(伝治い)(1ë~~ ) ( 1OOJÈ~ )(感動体験)

対象児年長児 (女A児， B児， C児)

場面 鍵盤ハーモニカ

これまでの姿

記録日平成 20年 10月21日(火)

かかわりの対象 CD@  自然

おたのしみ会が近付き，どんな出し物をしたいかクラス全体で話し合ったところ， r演奏がしたいJ
という女の子たちがいた。これまで，タンプリンやカスタネット， トライアングル，すずを使って合

奏ごっこを楽しんでいた経験から， r演奏がしたいjと考えたのだろう 。そこで保育者は，さらに遊

びが広がるといいなと思い 鍵盤ハーモニカを子どもたちが使える楽器のーっとして準備してみた。

子どもの姿 | 保育者の援助

O おたのしみ会の練習をする中で，鍵盤ハーモニ

カを知る。

A r先生，おたのしみ会の練習しよう」

保「そうそう，今日は(鍵盤ハーモニカを見せな

がら)こんな楽器を用意してみたんだけ

ど・. • J 
B rうわあ，これ何?J
c rこれ，お兄ち ゃんが持ってるよJ
保「小学生になったら，音楽っていうお勉強で使

う鍵盤ハーモニカっていう楽器なんだよ」

A， B， C rやってみたい!J 
O 鍵盤ハーモニカを使う。

C rどうやって使うの ?J
保「息をふーって入れて鍵盤を押してみてJ
A rわあ，音が鳴った」

B rわたしも鳴ったよ」

D rイ可やってるの? (様子を見て)ぼくもやって

みたい」

C rふーって息を入れながら弾くんだよJ
O 鍵盤ハーモニカを使って演奏をする。

A r何か，演奏をしてみたいな」

B rきらきら星を弾こうよj

C rどれがドレミか分からないなあ」

保「じゃ，印を付けようか?J
A r先生， 音楽(楽譜)も書いてj

考察

[環境構成]鍵盤ハーモニカを準備し，子ど

もたちの活動の広がりを期待した。

O きれいな手，口で楽器を扱うこと，ホース

は使ったら洗って片付けることなどを確認し

た。

o rやってみたい」という子どもたちの気持

ちに共感し，一人 1台ずつ，鍵盤ハーモニカ

を渡した。

O 鍵盤ハーモニカに初めて触れる面白さに共

感しながら，使い方を少しずつ伝えていった。

O 音を鳴らして楽しむ様子を見付けて，途中

からやってきたD児も鍵盤ハーモニカに触れ

ることができるように言葉掛けをした。

rD君にも音が鳴って楽しいこと，教えてあ

げてね」

O 鍵盤ハーモニカに触れて音を出すことから

演奏をすることへと発展させていく子どもた

ちの気持ちを受け止め，鍵盤にシールで印を

付けたり，楽譜を用意したりした。

これまでの合奏ごっこを楽しむ姿を受け，活動の広がりを期待して用意した鍵盤ハーモニカ。初め

て触れるものであったことから 一気に子どもたちの注目を引き 「やってみたい」という意欲が高

まっていった。息を吹き込んで音が鳴ったという驚きと，鍵盤ハーモニカでメロデイを奏でることが

できるという面白さを味わう子どもたちの様子が見られた。

今後，これまでの合奏ごっこに鍵盤ハーモニカを加えて遊びを広げていくのではないだろうか。保

育者としてj子どもたちの遊びがき信に広がりi充実感慨足感友だちと一昨饗じさを共有すZ
4弛よさなどを味わえるようなrものjを採ーでいきたい事¥
本事例から見られた子どもたちの自分らしさの広がり

仁〉
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② 「ものJを遊びに取り入れながら，その特性に気付いていく姿

絵の具遊びに興味をもち，絵の具で色を塗ったり絵を描いたりして楽しんでいると，

ふと，筆を洗ったあとにできたきれいな色水に気付く 。子 どもたちは，絵の具の新たな

特性に気付き，さらに遊びを広げていく 。

子どものこのような姿に寄り添いながら 保育者としてどのように子どもたちゃ「も

の」にかかわっていけばよいのか 援助の在り方を工夫していくことが求められるだろ

つ。

ここでは，子どもが主体的に「もの」にかかわる中で様々な特性に気付いて遊びを楽

しみ， I保育者j と[自分(子ども )Jが少しずつ間接的なかかわりにな っていく中で自

分らしさを発揮していく姿を紹介していく 。
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もの とか か わ る楽 しさ 人 とかかわる楽 しさ 感動体験 達成感 満足感

対 象 児　 年 少 児(女A児 ・B児 ・C児 ・男D児 ・E児)記 録 日　平 成20年11月12日(水),13日(木)

場面　 鉄棒遊 び かかわ りの対象 人 もの 自然

これ まで の姿

子 ど もた ちは,入 園 当 初か らブ ラ ン コや雲梯 な ど様 々な 固定 遊 具 にか か わ って遊 んで お
り,体 を動 か して遊 ぶ 楽 しさ を味 わ って い る。9月 頃 か ら自分 の した い遊 び を楽 しむ 中で
同 じ場 を共 有 して い る友 だ ちの存 在 に気 付 き,「 一緒 に遊 ぼ う」と誘 っ た り,一 緒 に遊 び た
い友 だ ち と同 じような こ とを して遊 ん だ りす る こ とを楽 しむ よう にな って きた。鉄 棒 を使

った遊 びで も,ぶ ら下 が った り,前 回 りを した りして 楽 しむ友 だ ち の姿 に刺 激 を受 けて 挑
戦 しよ う とす る姿 か ら,「 自分 も して み た い」「自分 もで きる よう にな りたい」とい う気 持 ち
も膨 らんで きてい る よ うだ。

子 ど もの姿

〔11月12日 〕

○ 鉄 棒 に ぶ ら下 が っ た り,

前 回 り を し た り し て 遊 ぶ 。
A「 先 生,見 て!」

保 「Aち ゃ ん,お 猿 さん み
た い だ ね 」

B「 先 生,見 て て ね 」

保 「あ ら っ,Bち ゃ ん,前

回 りが で き る よ う に な
っ て る!」

B「 うん 。昨 日 お ば あ ち ゃ ん に 教 え て も ら っ た の」

C「Cも で き る よ!」

保 「Cち ゃ ん も鉄 棒 を ぎ ゅ っ て つ か ん で 上 手 に で
き る ね え 。 よ し!先 生 もお 猿 さ ん み た い に し
て み よ う か な 」

○D児 が 前 回 りに 挑 戦 し よ う とす る。
D「 ぼ く も した い 。 ど うす る の?」

B「 わ た しが 教 え て あ げ る!見 て て ね 」

D「 ち ょ っ と こ わ い な あ 」

保 「先 生 が ぐる ん と回 そ う か 」
D「 う う ん 。 自分 で して み る」

保 「そ うか 。 じ ゃ あ 先 生 は 見 て い る ね 」

○D児 は,友 だ ち の 前 回 り を 見 た り,お 腹 を か

け て ぶ ら下 が っ た り し て 前 回 りの 練 習 を す る 。

〔11月13日 〕

○ こ の 日 も 前 回 り に 挑 戦 して い たD児 が 前 回 り
が で き る よ う に な る。

D「 先 生,前 回 りが で き た よ!で き た!見 に 来

て!」

E「Dく ん,す ご い よ!」

保 「そ う!Dく ん や っ た あ!見 せ て,見 せ て 」

○ 保 育 者 や 友 だ ち の 前 で 前 回 り を し て 見 せ る 。

保育者 の援助

○ 「先 生 にみ て ほ しい」とい う気持 ち
を受 け止 め る よ うにす る と と もに,
子 ど もた ちの遊 び に加 わ りなが ら,
体 を動 か して遊 ぶ楽 しさ を共 に味 わ
う よ うに した。

「Aち ゃ ん,お 猿 さ ん み た い だ ね 」

「前 回 りが で き る よ う に な っ て る」

「鉄 棒 を ぎ ゅ っ て つ か ん で 上 手 に で

き る ね え 。 よ し!先 生 もお 猿 さん
み た い に し て み よ うか な 」

○ 子 ど もた ち の や りと りを見 守 りな
が ら,「 自分 で して み た い」とい う気

持 ち を受 け止 め る ように した。

○ じっ く りと鉄 棒 にかか わ る姿 を見
守 りなが ら,必 要 に応 じて 言 葉 を掛
け る よ うに した。

○ 前 回 りが で きる よ うに な った こ と
を共 に喜 ん だ。

考察
本 事例 は,友 だ ちが鉄 棒 にか か わ る姿 が刺 激 とな っ て「前 回 りを してみ た い」とい う気 持

ちか ら,じ っ くりと鉄 棒 にかか わ り自分 の思 い を満足 させ て い った事 例 で あ る。
保 育者 は,子ど もた ちの遊 び に加 わ りなが ら,鉄 棒 を使っ て体 を動 かす 気 持 ち よさ を共

に味 わ う とと もに,やり方 を教 え よ うと したり,技 を見 せ たり な ど子ど もた ち同 士 が か か
わ る姿 を認 め る よ うに した。 また,鉄 棒 にかかわ る姿 を見 守り,必要 に応 じて言 葉 を掛 け
る ことで,D児 も じっ く りと鉄 棒 にか か わ る こ とが で きた の で は ない だろ うか 。

今 後 も,子ど もた ちがじっくりと と様 々 なも の にか か わ る姿 を大 切 にす る と と もに,友 だ
ち と一 緒 に遊 ぶ 楽 しさ や 体 を動 か して遊 ぶ心 地 よさが 一層 味 わ える よう に援 助 を工夫 して
い きたい 。

本事 例 か ら見 られ た子 ど もたち の 自分 ら しさの広 がり

鉄 棒 を使 っ て遊 ぶ楽 しさ
を味 わ う姿
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(自分を出す)(伝え合い)

対象 年少児(女A児)

場面 うさぎのお面

これまでの姿

記録日 平成 20年 10月 16日(木)， 1 7日 (金)

1 かかわりの対象 ぐ人)~ 自然

子どもたち は，自分のしたい遊びを見付け，友だちとかかわりながら様々な遊びを楽しむよ

うになってきている。その中で子どもたちは，時にはぶっかり合いながらも，保育者が子ども

たちの気持ちを代弁したり， 一緒に話し合ったりすることによ って，友だちの気持ちに気付き，

「貸してJr替わってJrありがとう Jなどの言い方を知り 意思疎通の方法を習得 してきている。

しかし，中には，なかなか自分の主張をうまく表現できずにいる子どもも見られる。

子どもの姿 | 保育者の援助

(10月16日J
O 運動会で使用したうさぎのお面を B児と c10 運動会の余韻を味わうことができるよ

児が頭にお面を着けて 運動会ごっこをして遊 | うに 運動会で使ったうさぎのお面や洋

んでいる。 I服3 ねこパスなどを準備しておいた。

A rうさぎ，うさぎj

保「うさぎがどうかしたの?J 
A rうさぎがし 3いj

保「そうか。Aちゃんはうさぎのお面が使いた

いんだね。そういうときは『貸して』って

お友だちに言うといいんだよ」

A r(保育者を見ながら)貸してj

o r使ってみたいjとい う気持ちを受け

止めながら， A児の実態に即 した言葉掛

けをするように心掛けた。

「そういうときは， r貸して』 ってお友だ

保 「先生を見て言うんじゃなくて，Bちゃんの 11 ちに言うといいんだよ」

おめめを見て言ってごらん。J
(10月17日〕

o B児が運動会ごっこをして遊んでいる。

A rうさぎがし、しリ

保「うさぎのお面が使いたいんだね。そういう

ときはどういう風に 言 えばよか ったか

な ?J
A r貸して」

B rいいよ，順番ね」

保「あり が と う ， 次

は， B君の番だね」

B 「どういたしましてJ

考察

O 前日の経験を生かして，違った言葉掛

けを行った。

「そういうときは，どういう風に言えばよ

かったかな?昨日は何て言ったかな ?J

O 貸 して くれた B児に対しても ，rいい

よ，どうぞjと言えたことを賞賛し，交

代で使っていく ことができるような言葉

掛けをした。

この事例は， A児が二つ しかないうさぎのお面を「使いたいJ， rお面をつけて遊びたいjと

主張したことによ って，その気持ちをどう伝えていけばいいのかを知り それを相手に伝えよ

うとした事例である。これまでA児は 自己主張をすることが少なく 「うさぎがいいjと自己

主張できたことは大きな成長だったように感じる 。

A児は，自分の気持ちをうまく言葉で表現できないこともあるが，今後， r他Jとのかかわり

を通じて言語を始めとする様々な生活経験を積んでいくと考えられる。その際， 子どもの実態

に合わせた言葉掛けの工夫や必要に応じて見守ることが必要lこなるであるう。 そのためにも，

実態の把握のための日々の記録を大切にしていき，子どもたちの成長を見守っていきたい。

本事例から見られたA児の自分らしさの広がり

司
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( 想像力)(試行錯誤)(満足感)

対象 年中児

場面色水づくり

これまでの姿

記録日 平成 20年 5月20日(火)

か かわ りの 対象 くD く② 自然

園での生活にだいぶ慣れた子どもたちは，新しい遊具や教材に興味や関心をもち，これか

らの園生活に期待している姿が見られる 。絵の具は年中児になり初めて個人用として手にし

たものの一つである 。絵の具の使い方を確認しながら クラス全員で「こいのぼりのうろこj

を絵の具で塗る活動をした。その後子どもたちは，絵の具を使って好きな絵を描いたり，筆

を洗った水入れにできたにごりのない色水をつく ったりしている 。

子どもの姿 | 保育者の援助

O 絵の具を準備する 。 10 テラスに机を出し，水入れや筆ふきなど必

A I先生，机を出してくださいJ 要なものを準備し，数人で仲良く使えるよう

B I Aくん，一緒にしていい?J に言葉を掛けた。

C I私はどこに座 ったらいいのJ I I ICちゃん，ここあいてるよ 」

保 ICちゃん，ここあいてるよJ 10 友だちと楽しい雰囲気の中で，ゆったりと

O 色水をつくる 。 1 できるように机の数等を考慮した。

B Iこんな色ができたよJ 10 発見したことや感動したこと，不思議に思

D I同じ青なのに色が違うよJ ったことなど素直に出てきた子どもの言葉に

保「そうだね。きれいだねJ 共感し， 一緒に楽しんだ。

C I赤と白を混ぜたらピンクになっちゃ I I 「そうだね。きれいだね」

ったJ 1 0 年少児や年長児が興味をも って見に来るこ

O 色水を入れたいろいろな色のポリ袋を| とを喜ぶ子どもたちの姿を大切にして，楽し

机に並べる 。 1 く遊ぶ様子を見守るようにした。

A Iジュースやさんですよ」

D I抹茶をつ くろうと思 ったけど，黒が

多すぎたj

考察

本事例は，絵の具の使い方や特性 (水に溶かして使う・色が混ざると違う色になる等)を

全員で確認してから好きな遊びの中で絵の具を使 って遊ぶ場面である 。子どもたちは，水の

加減によ って絵の具が水っぽかったり固か ったりすること，筆についた絵の具がいつの聞に

か他の色と混ざって様々な色ができることなどに気付き，絵の具の特性を楽しんでいる姿が

見られた。また， 2色以上を混ぜるとどんな色になるかを試したり，同じ青でもいろいろな

色があることに気付いたりする姿も見られた。

保育者は，子 どもたちが繰り返し遊ぶ中で感じた感動や驚きに共感しながら，遊ぴを存分

に楽しむ姿を見守るようにしたn 今後も，子どもたちが繰り返し遊ぶ中で気付いたり ，試行

錯誤したりしていく姿を大切にしていきたいq

本事例から見られた子どもたちの自分らしさの広がり

司
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記録日 平成 20年11月上旬

かかわりの対象 人 く豆〉自然

これまでの姿

子どもたちは，身の回りにある空き箱やロールペーパー芯 ペットボ トルなとεを使っていろいろ

なものをつく って遊んでいる。10月に紹介した絵本の中に 「変身 トンネルjという ページがあり，

ティ ッシュの空き箱などが様々なものに変身する楽 しいお話が載っていた。子どもたちはそれを見

ながら自分でもつくってみようとする姿があった。

子どもの姿

O ティ ッシュの空き箱に輪ゴムを掛けて音を鳴ら

して遊んでいる。

O 保育者の話を聞き，自分たちで楽器をつく ってみ

ょうとする。

A IAはじゃみせんみたいなのがいい」

B I私は，マラカスがし¥"¥J 
C Iぼくは太鼓がいしづ

O 自分たちで身近な材料の中から楽器に使えそう

なものを選んでつくる。

保 「マラカスは何でつくる ?J
D Iペットボ トルを二つつなげて，どんぐりを入れ

るJ
保 「どんぐりのほかに員殻もある よ」

E I私は，中に貝殻を入れる」

A Iギターは首からぶら下げる ように したいJ
保 「じゃあ，紐で吊り下げよ うか」

O つく った楽器を使って，みんなで演奏してみる。

A I先生，箱が壊れちゃった」

F Iぼくのもやぶれち ゃったJ
保「ゴムを太いものに替えたから，テ ィッシュの箱

では負けちゃったんだね。どうしょうか?他に

箱を探してみる ?J
O 二人は，太いゴムを掛けても大丈夫な箱を選ぶ。

A Iこれにする。テープをはっていい ?J
保「いいよ。今度の箱は壊れないね」

O それぞれが自分のつくった楽器を使った演奏を

楽しむ。

考察

保育者の援助

o 1 1月に行われるおたの しみ会で使え

るのではないかと考えて子どもたちがつ

くる様子を見守った。

O おたの しみ会で手作り楽器をつく って

みないかと提案する。

O 子どもたちがつくれそうな楽器をいく

っか提案 し，どんな楽器をやってみたい

か話 し合う ように した。

O 子どもたちがイメ ージしているものを

聞きながら，こんな素材もあるよと提案

していく ように した。

「どんぐりのほかに員殻もある よJ

O 製作の過程では， 難しいところは手伝

いながら子どもたちが自分でつくる姿を

見守る ように した。

O 実際に演奏 したが，ギタ ーの音が響か

なかったため，太いゴムを準備 した。

O 一つ目の楽器を大切に思う気持ちを大

事にしながら，さらにいいものをつくれ

るように箱を探 したり， 一緒につ くっ た

りするように した。

O 最後までつくり上げた姿を賞賛する よ

うに した。

「いし、よ。今度の箱は壊れないね」

本事例は，子どもたちの遊びの中からおたのしみ会の出し物につなげていった事例である。保育

者は，子どもたちが自分はどんな楽器をつくってみたいか，その楽器をどんな材料でつくっていく

かなどを一緒に考えながらs子どもたちがイメージするものに近付けるよう に「こんなものでもつ

くれるんじゃない ?Jと提案した。

大勢の人に音が聞こえるように太いゴムに替えたことで最初に用意していた箱では強度が足 り

ずに壊れてし まったが，子どもたちは 試行錯誤 しながら どんな箱な ら太いゴムを掛けても大丈

夫か，箱の強度や大きさなどにもこだわって選ぶ姿がみられた。

今 後 払身近な素材を使ってどんな遊び方ができるかを考えながら，子どもたちに新しい遊ぴ方

などを提案していきたい。

本事例から見られた子どもたちの自分らしさの広がり

仁つ
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(:mftJJ ) ( jlJ~jJ ) (伝え吋(fr4JÈ~ ) (1ë~~ ) 
対象年長児 (男A児， B児， C児)

場面 ベットボトルでの自白づくり

これまでの姿

記録日平成20年 9月16日(火)

かかわりの対象くD@) 自然

子どもたちは日頃から 空き箱やペットボトルなどを使って製作を楽しむ姿が多く見られる。一人でイ

メージしたものをじっくりとつくったり 友だち 2~3 人で一手者に話をしながらつく ったりしている。 そ

して，つく ったものをごっこ遊びの中で積極的に取り入れて遊んでいる。

自宅から空き箱やベットボトルを持ってきて，製作を楽しむA児は，船をつくりたい，ロボットをつく

りたいというイメージを保育者によく伝えてくる。そんなA児が，持ってきた材料を保育者に見せながら

「船を一緒につくろうねjと誘ってきた。

子どもの姿

O 保育者と→者に船をつくる約束をする。

A I先生，船を一緒につくろうねJ
保「いいよ。じゃあ後でね」

O 保育室のテラスで，船をつくり始める。

B I何つく ってるの ?J
保 IAくんと-育者に均台をつく ってるんだよ」

B I仲間に入れて」

A (つくるのに夢中で，返事をしない)

保 IAくん， Bくんが仲間に入れてって言っている

よ」

A Iいいよ !J

o A児， B児，保育者で船をつくり続ける。

C I何してるの ?J
A 向台をつく っているんだ」

C Iこの前，僕も船をつく ったんだ~J

o c児が自分のつくった船を見せる。

C Iこの船，こんな風に動くんだよJ
B Iそうだ。この (A児の)船と くつつけたらかっこ

いいかもねj

C Iしルミね!J 
A Iそうだね !J

O 船をガムテープで組み合わせる。

A I後からみんなで池に行って，船を浮かべるんだ」

保「かっこいい船が出来上がったね」

考察

保育者の援助

o A児の願いを受け入れ，朝の支度が終わっ

たら一緒につくる約束をした。

o A児のイメージを聞きながら船づくりを

手伝い，一緒に楽しくつくるようにした。

O 製作に夢中なA児に対して，仲間に入りた

がっている B児に気付くことができるよう

にB児の言葉を伝えた。

IAくん， Bくんが仲間に入れてって言っ

ているよJ

O 仲間に入りやすい雰囲気をつく ったり，楽

しくつくる様子を大切にしたりしながら，子

ども同士のかかわりを見守った。

O 友だちと一緒につくる楽しさを味わう姿

を見守り， 3人でつく った喜びに共感するよ

うにした。

「かっこし功、船が出来上がったね」

ト織f割嶋-

い.や|

本事例は， ペッ トボトルの船を通して，一つのものを友だちと協力してっくり上げていく場面である。

友だちがつくっているものに興味をもち，一緒にっく りながら互いの気持ちを話し合っていった。C児が

自分の製作したものを提供し，組み合わせたものを完成させたことで， 3人の気持ちが一つになり，完成

した喜びを共有し，満足感や充実感も十分に味わうことができたと思う。保育者は一緒に手伝ったり，様

子を見ながら見守ったりするようにして，子どもたちがヲくり上げたという満飽惑を味わうことかできる

ように心掛けた。

今回の3人は，日頃の遊びの中でー接する機会が少なかったが，船を一緒につく ることで触れ合うことが

でき，友だちの新しい一面も見ることができたと思う。

これからも，友だちとのつながりを広町遊ぴカ吠渓し，協力する楽しさを感じることPできるような

言葉掛けや援助，環境構成の工夫を探っていきたい。

本事例から見られた子どもたちの自分らしさの広がり

口
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@(伝え合い)(jtPì~ )( 7OOJÈ~ )( 1ë~~ )(感動吋(向かす楽しさ)(~{g ) 

対象児 年長児 (女A児) 記録日 平成20年 11月10日(月)

場面 跳び箱 |かかわりの対象①⑫ 自然

これまでの姿

日頃から体を動かすことが大好きなA児。おたのしみ会では体操のグループに入ることになった。

グループのメンバーで話し合い おたのしみ会では 跳び箱 側方倒立回転 (以下側転)，フラフー

プ，組体操を披露することになった。側転が得意なA児は， r自分は側転だけする ・. • Jと，数回

練習して跳べなかった跳び箱をやりたくないという気持ちを保育者に伝えてきた。「怖いJrうまく跳

べない」という気持ちで跳び箱に挑戦しようという意欲がもてずにいる ようである。

子どもの姿

O 査問するとすぐに，水遊び場に挑ぴ箱が設置し

てあることに気付く。

A r跳び箱がある。先生，跳んでいいの ?J
保「どうぞ。ここにあったら楽しいかなと思って」

A rでも，今日も挑べないかも ・. . J 
保 「今日は跳べるかもよ !一緒にやろうねJ

O 朝の支度が終わった友だちと一緒に挑び箱を跳

び始める。

A rやっぱり怖いな・. • J 
B r大丈夫だよ。こうするんだよ」

A (跳ぼうと試みるが跳び箱の前で止ま って)rや
っぱり怖い」

O 友だちゃ保育者と一緒に挑び箱に挑戦する。

保 rBちゃんの跳び方を見てみたらJ
B rAちゃん，大丈夫。怖くないよ」

A rう~ん。怖くないかな・. . J 
O 跳び箱に乗ることができる ようになる。

A r跳び箱に乗っちゃ っ た ~ J

B rAちゃん，ゃったねj

保「ゃった !ねっ，怖くないでしょ。跳び箱に乗

れたから，あと少しで跳べるかもね」

考察

保育者の援助

O 前週まで， 跳び箱への恐怖心をも っていた

A児やクラスの子どもたちが，気軽にいつで

も跳び箱に挑戦できるように保育室から近

い場所(水遊び場)に跳び箱，マッ ト，踏み

板を設置しておいた。

O 友だちと一緒に跳び箱に挑戦する姿を見

守り，様子を見ながら言葉掛けを行った。

「怖いっていう気持ちを吹き飛ばしちゃ

え!J

rBちゃんとこうやって練習してたら，今日

跳ぺちゃうかもねJ

o A児の恐怖心を和らげることが大切だと

考え， B児の楽しそうな様子を一緒に見た

り，跳び箱を跳ぶ際のコツ(手を跳び箱の前

方に乗せるなど)を伝えたりした。

O 跳び箱の前で止ま っていたA児が跳び箱

の上に乗れたことを認め，少しずつ前進して

いることを一緒に喜んだ。

「ゃった !ねっ，怖くないでしょ 。挑び箱に

乗れたから，あと少しで跳べるかもね」

「跳び箱を跳べるようになりたい」という気持ちをもちながらも 「怖いJrできない」と葛藤して

いたA児。跳び箱を保育室の近くに設置し，友だちといつでも気軽に触れることができるようになっ

たことが，挑戦してみようとA児の気持ちを奮い立たせたようである。

これまで跳び箱に挑戦しながらも なかなか跳ぶことができず怖いという気持ちがどんどん大き

くなっていたA児だ、ったが 一緒に励ましてくれる友だちのおかげで 「自分もできるようになるの

かなJという前向きな気持ちへ変化していった。跳び箱の上に乗れるようになったA児は，この日の

うちについに跳び箱を跳ぶことができ，繰り返し跳び箱を跳ぶことを楽しんでいた。

保育者として，子どもの葛藤する気持ちを受け止め，どのようにかかわっ〆ていくかを一人一人に応

じて工夫していくことが大切だろう 。その際， 友だちの存在が子どもたちにとって大きな励みとなる

ことを意識しながら言葉掛けをしていく ことが効果的であると考える。子どもの挑戦する意欲を大切

にし，子どもたちが様々なものとのかかわりを通して自信をつけていけるように，一緒に活動に取り

組んでいきたい。
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( fr&ìJÈ~ )(伝え合い)(醐体験)

対象児年中児(女A児， B児)

場面{尉建室の聴診器を使って

これまでの姿

ま録日 平成20年 5月中旬

かかわりの対象 C!0@ 自然

保健室にケガや疾病で来ることが多いが，保健室に置いてある道具などに目を向けることが少なかった

子どもたち。園生活にも慣れ，次第に保健室の雰囲気や道具に関心をもっ姿が見られるようになってきた。

「これは何?J rあれはどんなときに使うの?Jと手に取って見たい，知りたいと女子奇心旺盛な様子がう

かがえた。

病院などで見慣れている聴診器を保健室で見付けたA児は， rお医者さんはいつも(聴診器を使って)

何をしているのだろう ?Jと疑問をもち，聴診器を使ってみたいという思いを保育者に伝えてきた。

子どもの姿 | 保育者峨助

O 聴診器を使い，保育者と一緒にからだについて 10 A児の気持ちを受け止め，実際に聴診器に触

考える。

保 (A児の胸に聴診器を当てて)

「お医者さんは胸のところを聴診器でもしもし

するよねj

A rする。何か聞こえる ?J
保 rAちゃんの心臓が元気に動いている音が聞こ

えるよJ
B r心1蔵ってそこにあるの?私はどうかな ?J

A (B児の胸に聴診器を当てて)

「ドクッドク ッと音がする よ。Bちゃん元気な

んだねj

れさせた。

O 聴診器の仕組みを知り，聴診器から聞こえる

音がL、臓の音であることを実感しながら，自分

の体のことに興味をもつことができるように言

葉掛けした。

rAちゃんの心臓が元気に動いている音が間こ

えるよJ

「お医者さんは， もしもしして心臓の音を聞い

てみんなが元気かどうか調べているんだね」

保「お医者さんは，もしもしして心臓の音を聞い 10 聴診器から聞こえる心音の不思議さを互いに

てみんなが元気かどうか調べているんだね」

O 自分たちの周りの生き物について考える。

保「飼育小屋のウサギさんやニワトリさんの心臓

もドキドキしているんだよ」

B r聞いてみたいな。今度聞きに行こうj

考察

実感している姿を見守った。

O 人だけでなく動物にも心臓があり，動いてい

ることに気付くことができるような言葉掛けを

した。

「飼育小屋のウサギさんやニワトリさんの心臓

もドキドキしているんだよ」

本事例は，これまで病院等で見ることはあった聴診者の役割を知り，聴診器で心音を聞くことで心臓が

動いている様子を感じ取ることができた事例である。子どもたちは心臓の音に驚き，生きていることを実

感することができなのではないだろうか。

子どもたちが聴診器をきっかけにして， 心臓の音を聞き， 自分の体の仕組みに梼むをもっ姿を大切にす

るようにした。また，自分だけでな〈しf 友だちや動物たちも生きているξいうζと一を感iじ!じ2ることカt匂できる

ような言葉掛けにも

保育者として，自分の体に関心をもっ子どもの姿を犬切にし;舎がら，生きているということ，命の大切

さについてなどを，様々な機会で}緒に感じていきたい。

本事例から見られた子どもたちの自分らしさの広がり

亡〉聴診器について知りたい

と思う姿
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(伝叶(EDL'L' ) 

対象児年長児(男A児， B児)，年中児 (女C児)

場面 カットパンは必要なのか

これまでの姿

記録日平成20年 9月中旬

かかわりの対象 @@  自然

2学期に入り，幼稚園生活にも慣れてきて子どもたちの行動範囲は以前より広くなり，園庭やプレイル

ームで駆け回る姿がある。それと同時に，ケガも多くなり， i刺建室に来る頻度も高くなってきた。子ども

たちは「先生，ケガしたからカ ットパン貼ってJとf刺建室に入ってくる。ケガの度合いは様々だが，ちょ

っとしたケガをした場合でも カットパンを貼ってほしいと訴えてくる実管がある。カットパンを貼らな

いと保健室を離れない子どもも少なくなし、。子どもたちは ケガをしたらカ ットパンを貼ることで，ケガ

がよくなると，思っているようだ。

子どもの姿 保育者の援助

O ケガをしたA児と付き添いのB児が保健室にやって 10 A児のケガについていく つか尋ね，ケガ

くる。 1 した箇所をよく観察した。

A I先生，ぶつかってケガをして皮がむけたんだJ
B I先生，カットパン貼らなき ゃ，カ ットパン!J 
保「あら，少し皮がむけているだけだからカ ットパン

は要らないよJ
A Iえっ!それじゃあケガは治らないよ。貼った方が

いいよ， s占ってJ
O 保育者がカットノすンを開けるのを， じっと見つめる。

保「カ ットパンを貼ったらケガが治るのかな?本当だ

ったらすごいね。魔法のテープみたいだ」

B Iう~ん，セロテープpをR占ったらどうなるかなJ
A Iわかった，カ ットノ〈ンには白いところカfあるから，

そこで血を止めるのかなJ
保「そうだね，血が出ているときは，血を止めるため

に貼るけど，皮がむけたり，転んだりした時のケ

ガには貼らない方が治りが早いよ。ケガしたとこ

ろをきれいに洗って，外の空気をいっぱい吸わせ

てあげると，すぐに治っちゃう よj

B Iそうなの?すごいっ !J 

O カットパンを貼らなくてもよい場合があ

ることを二人が気付くことができるように

言葉掛けした。

「そうだね，血が出ているときは，血を止め

るために貼るけど，皮がむけたり，転んだ

りした時のケガには貼らない方が治りが

早いよ。ケガしたところをきれいに洗っ

て，外の空気をいっぱい吸わせてあげる

と，すぐに治っちゃう よj

A(ケガしたところを水で洗い砂をきれいに落とす。)

o c児が逆剥けの痛みを訴えに保健配れて くる。 10 年中児のC児に年長児のB児とA児約

C I先生，カ ットパン!ケガしたのJ 1 ~ トパ ンについての話をする姿を見守つ
B Iカットパンは貼らな くても大丈夫だね，血が出てな| た。

いからね」

保「うみ組のお兄さんも大丈夫だってJ
考察

日頃から「ケガをした時 カットパンを貼ればよくなるjとし寸認識が子どもたちにあることが気にな

っていた。本事例は，ケガをした時，カットパンを貼ればよくなるというのではなく，処置の一手段であ

ることを子どもたちに伝えるよい機会となった。ケガをしたときは，自分で砂を落とし，自然とよ くなる

力があることを知っても らう前段階となったのではないかと考える。

保育者として，今子どもたちがもっている知識を受け止めながら，カットパンカ宝いらないケガもあると

いうことを知らせ，自分の体の不思議について感じることカPできるといいなと思い会話するよう叫掛け

た。 保育者との会話の中で自分が知ったことを他の園児に伝える場面も見られたことから，子どもたちな

りにカットパンの必要性について感じ取ることができたのではないだろうか。

今後も，保健指導を通して，子どもたちが自分の健康に関心をもち，体の仕組みなどを知りたいという

意欲を高めていきたいと考える。

本事例から見られた子どもたちの自分らしさの広がり

亡〉
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③ これまでの経験をもとに， rもの」の特性を生かして工夫して遊ぶ姿

主体的に 「もの」 とかかわるうちに，子どもたちは様々な「もの」の特性に気付 き，

その特性を生かして 遊びをさらに楽しむようになる 。

年長児になると，これまでの経験が土台となり，様々な遊びでダイナミックに，工夫

しながら「もの」とかかわる姿が見られる 。大型積み木の遊びでは，これまで自分のイ

メー ジで積み木を積み上げて遊んでいた子どもたちも 次第に一緒に遊ぶ仲間とイメ ー

ジを共有するようになり，大型積み木を使 って友だちと遊ぶ楽しさを存分に味わうよう

になる 。そこでの保育者の援助として，友だちと 一緒に遊ぶ姿への「見守り Jゃっくり

上げた喜びへの「共感j ということがあるだろう 。

ここでは，これまでの経験をもとに，子どもが自ら「もの」を選び，工夫して遊びを

進める中で自分らしさを発揮していく姿を紹介していく 。

臼
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(気付く)(感動体験)(試行錯 誤)(人とかかわる楽しさ)(満足感)

対象児 年少児(女 A児・男 B児 .C児) 記録日 平成 20年 11月 26日(水)

ζD@  自然

これまでの姿
自分のしたい遊びを進める中で，友だちの存在に気付き， 一緒に過ごす楽しさを味わ

うようにな ってきた 。「つくって遊ぶ」遊びでも 空き箱やロールペーパー芯，ストロー，
ガムテープなどの中から，自分が必要なものを見付け ポシェッ トやカメラなどをつく
って遊ぶ姿も見られる 。 また 友だちのつく ったものに魅力を感じ 「自分も同じもの
をつくってみたいJrあれがほしい」と言う姿も見られるようになってきた 。

かかわりの対象ジュ ースっくり 2場面

保育者の援助

O 環境構成として，花紙の中に新
しい色(青)を準備しておいた。

ジュースつく

子どもの姿

O 引き出しか ら花紙を取り出し，
りを始めようとする 。
Arうわあ， 青も ある!J 
B rええ っ !青もあるの?ジュ ースつくろう !J 
c rぼくも!J 
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O いろいろな色のジュースっくりを楽しむ 。
B r先生，見て 。青いジュースができた !J 
保「うわあ， きれいだねえJ
Ar先生，こんな色にな ったよ!紫色 !J 
保「このジュース，どうやってつくったの?J 
Ar青とね，赤とね，白をね入れたのJ
保「青と赤と白を入れたら 紫色のジュースがで

きたんだ Aちゃんがつく ったジュース，お
いしそうだねえj

O 友だちのジュースの美しさに気付 く。
crcもできたよ 」
保 rcくんがつくったジュースも紫色だねj
c rでもね， cは， Aちゃんみたいなのをつくり

たいのにね，できないのj
保 「あら っ，A¢くんはどうやってつくったの?J 

AF「¢Aも青と赤と白を入れたよ j
保「そうか・・・ 。 じゃあ Aちゃんにどうや って

つくったか聞いてみ ょうか」
c iうん 。 でも・・・なんて 言 えばいいの?J 
保「そういうときはね 『どうやってつく った

の?Jって尋ねたらいいんだよ」

o c児が A児にっくり方を尋ねる 。
c rどうや ってつく ったの?J 
Ar赤と白と青を入れたのJ
c rぼくも Aちゃんみたいな色にしたいのJ

O 再度，ジュースをつくる 。
c rもう l回つくってみよう 。赤と青と白

あっ.できた !J 

考察
本事例は，子どもたちが新しい色の花紙に出合い，その花紙とこれまで使ってきた色

の花紙とを組み合わせてジュースをつくる中で 色の変化や美しさに気付いたり，友だ
ちのつくったジユースの よさに気付いて 自分なりに同じ色のジュースをつくろうと試
行錯誤したりしてい った事例である 。

保育者';;J:ヘ子どもたちがジュースをつ 〈る様子を見守りながら. 以 入山一人の気付きを
共に喜ぴ，受け止めるようにした 。 まだ ，必要に応じて言葉掛けをしていくように努め
た。子どもたちはじっくりとジュースっくりを楽しむと同時日に 友だちのつく ったジ ュ
ースのよさにも気付き， r自分もあんなジュースをつくろう Jという思いを膨 らませてい
ったのではないだろうかの

今後も:rもの!とかかわる巻を昆守づたり.必要に応 じて言葉を掛けた句して援助を工
夫し，一人一人がじ?く努と遊ぷ中で，様々なことに気付いていげゐょう l主Lたい事

本事例から見られた子どもたちの自分らしさの広金三~

心 君塑!担?仁官出の峨泣立r褒立r:::を械楽( のような γユ スをつ るために-
¥べ迫趨分なりに3ヱ2、夫する姿
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自分を出す 人とかかわる楽しさ

対象児年中児

場面砂場遊び

記 録 日 平 成 20年 10月15日(水)

かかわりの対象 CD @ 自然

これまでの姿

1学期から砂場で遊ぶ姿は見られていたが，個人で砂遊びを楽しんでいたり，保育者と一緒に楽

しんだりしていた。友だちと遊んでいても，少人数であったり，一緒に遊びながらもそれぞれで楽

しみ，一人で穴を掘っていたり，ごちそうをつ《ったりしている姿が多く見られた。

子どもの姿

O 男の子数人が砂場に出て穴を掘り始める。

A Iぼくがここを掘っているんだから，Bくんはこ

こを掘らないでよ」

13 Iぼくはここを掘りたいんだよJ
保 IAくん， Bくんもここを掘りたいんだって。ど

うする ?J
A Iだって，ぼくがここを掘っているんだからあっ

ちを掘って欲しいJ
B Iじゃあ，いいよ。ぼく は向こうを掘るよ」

O 自分たちで話をしてそれぞれに穴を掘る場所を

決めて穴を掘り始める。

O 掘った穴に水をためたり トンネルを並べたりし

始める。

C I水を汲んでくるねj

D Iこっちから流してくれる ?J
A Iもっとどんどん水を汲んでこよう」

E Iトンネルも並べよう O 全部並べようよ」

保「すごいね。みんなで穴を掘ったり水を入れたり

したの?トンネルもこんなに並べたんだ」

A Iこっちの穴はね， AとCくんで掘ったんだよ」

C I先生，明日も続きをしたいからこのまま残して

おいていいつ 」

保「いいよ O このまま残しておいてまた明日続きを

やろうね」

考察

保育者の援助

O 前日， 一人の男児が穴掘りを楽しんで

いたので明日も一緒にしようと話をし，

登園した男児に言葉を掛けた。

O それぞれに自分の気持ちを言い合う姿

を見守りながら， どうするかを一緒に考

えるようにした。

IAくん， Bくんもここを掘りたいんだ

って。どうする ?J
O 自分たちで話して解決する姿を見守っ

た。その後も，自分たちで遊びを進めて

いく様子をほかの子と遊びながら見守っ

た。

O 自分たちで遊びを進めた姿を賞賛する

ようにした。

「すごいね。みんなで穴を掘ったり，水

を入れたりしたの。 トンネルもこんな

に並べたんだ」

O 明日も続きをしたいとし寸気持ちを受

け止めるようにした。

「しルミよ O このまま残しておいてまた明

日続きをやろうね」

これまでも友だちゃ先生と一緒に砂場での遊びを楽しむ姿が見られていたが，みんなで「こんな

風にしたしづという目的をもって話をしながら遊びを進めるということは少なかった。本事例では，

初めはそれぞれで遊んでいる姿が見られたが 穴に水を入れたり 友だちの山とトンネルでつない

だりしているうちに，みんなで一つの穴を掘ったり，話をして水を汲んでくる係を決めたりして遊

びを進めるようになった。

年中児は，様々な遊びを何度も繰り返す中で，自分のやりたいことを存分に楽しむ姿から友だち

と一緒に目的をもって遊びを進めようとする姿へと変化が見られる時期である。今後弘子どもた

ち同士のかかわりの中で友だちと一緒に遊ぶことの楽しさを存分に味わえるような環境構成や，道

具を貸し借りしながら遊びを進められるような環境構成を工夫していきたい。

本事例から見られた子どもたちの自分らしさの広がり

Q~ 
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( :mftJJ ) ( ilJm:JJ ) (新錯誤)( frd9JÈ~ ) (:Ië~~ ) ( l31d ) 
対象 年長児(男A児) 記録日 平成20年 5月上旬

場面 大型積み木でのロボットづくり |かかわりの対象くDC!D自然

これまでの姿

大型積み木は，子どもたちにとって自分がイメ ージしたものをっくりやすく，立体的につくる楽し

さを味わえる遊具である。

A児は，年中組の頃から基地やロケットなどいろいろなものに見立てて遊ぶことが多く，年長組に

なって，さらに大きなものをつくろうとする姿が見られている。そんなA児が， 5月に入った頃，大

型積み木を使ってつくったものを保育者に見てほしいと伝えてきた。

子どもの姿 | 保育者の援助

(5月1日〕

O 保育者を呼びにくる。

A I先生，見に来て。(大型積み木でつくったも

のを見せて)見て， ロボットをつくったん

だj

保 「かっこいいロボッ トだね」

A Iここが手で，ここが顔なんだj

B Iここ(顔)に目をつけてもいいんじゃな

い ?J
A I(少し考えて)これでいいんだよ」

(5月7日〕

o A児が笑顔で呼びに来てくれたので，つくっ

たものを見せてもらうことを楽しみにしながら

プレイルームに行った。

o A児が一生懸命つく ったロボットに共感し，

言葉を掛けることで，さらに意欲を高めるよう

にした。

同 ごこいし吋 yトだねj

o A児と B児の言葉のやりとりを見守り， A児

の思いを会話を聞きながら受け止めるようにし

fこ。

ロボッ トを二つ，つくっ

たんだよ!

O 保育者を呼びにくる。 10 A児のロボットづくりに対して続いている思

A Iこの前より，も っと大きいロボットをつく | いを受け止めるようにした。

ったんだよ。先生，見に来てj

考察

本事例は， A児が自分のイメ ージしたものを大型積み木でつくり上げた喜びを味わい，時間がたっ

てもその思いが続いていた場面である。

両手で持ち上げるくらいの大きさがある大型積み木は っくり方によって自分の体より大きいもの

をつく ったり，大掛かりなものをつく ったりすることができる。子ども自身が数種類の積み木をどう

組み合わせるのかを考えたり，空間と時間を考えたりしながらつくる ことができる素材である。

今回， A児は自分の考えたロボッ トをっく り，保育者や友だちが認めてくれたことで，満足感や自

信を味わうことができたと感じる。この体験が心地よいものであったことから 時間がたつでも，さ

らに大きなロボットをつく ろうという思いが持続し，積極的に取り組んだのではないだろうか。

これからも， つくった喜ぴゃっくり上げるまでの思いを一緒に味わったり，イメージが広がるよう

な言葉掛けなどを工夫したりしていきたい。

本事例から見られたA児の自分らしさの広がり

司
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想像力 試行錯誤 満足感 充実感 伝え合い

他者理解

年長児としての自覚

対象 児　 年長児(男B児,女A児,C児,D児,E児,F児,G児)記 録 日　平成20年5月 下旬 ～中旬

場面 ジュース屋 さんごっこ かかわりの対象 人 もの 自然

これまでの姿

花紙や絵の具をペ ットボ トルの中で水に溶かして,様 々な色水つ くりを楽しむ姿は進級当初から見られ

た。2色 以上の色を混ぜ合わせたときに違った色ができると,「こんな色ができたよ!」 「赤と青を混ぜた

ら紫になるんだね」とうれしそうに友だちや保育者に伝えていた。

6月 に入 り,自 分のつ くった色水を友だちや保育者にあげたいと言う姿が見られ,ジ ュース屋さんごっ

こがスター トした。

子どもの姿

〔ジュース屋 さんの始 ま り〕

○ 保育者 につ くった色水(以 下 ジュース)を ふ る

まう。

A「 先生,ジ ュースを飲み に来 て」

保 「あ りが とう,ど んなジュースがあるのかな?」

B「(ジ ュースを指 しなが ら)の オ レンジ,イ チ ゴ,

メロン … 」

保 「おい しそうだね。 じゃあ,オ レンジお願い し

ます」

C「 はい,ち ょっとお待 ち ください。 どうぞ」

保 「おい しいね。 もっ とた くさんの友 だちにも飲

ませてあげたいな」

D「 私,ほ し組 さんたちを呼 んで くる!」

○ た くさんのお客 さんがや って来る。

E「忙 しくなっちゃった」

〔ジュース屋 さんを続 けるうちに見 られた工夫〕

○ チケ ッ トを渡 し,お 客 さんを呼ぶ。

F「 このチケ ットがあれば,た だで ジュースが飲

めます よ」

G「 私 もほ しいな」F「 いい よ。 はい」

○ メニ ュー,看 板 をつ くる。

A「 メニューを書 きたいな」

B「 看板 をつ くりたいな」

保 「この紙なんか どうかな?」

保育者の援助

○ つ くった色水(以 下ジュース)を ごちそうし

たい気持ちを受け止め,お 客になりきって一緒

にお店屋 さんごっこを楽 しむようにした。

○ 子どもたちがもっているイメージを言葉 とし

て表すことができるように,さ らに,遊 びに加

わる仲間が増えるといいなと考え,言 葉掛けを

した。

「どんなジュースがあるのかな?」

「もっとた くさんの友だちにも飲 ませてあげ

たいな」

○ ジュース屋 さんへの呼び掛けをきっかけに,

たくさんのお客がやってきて遊びが盛 り上がっ

ていったことを見守 りなが ら,や りとりがうま

くできるように様子を見ながら援助 した。

「○○ ちゃん,今 うみ組 のお姉 ちゃんがつ くっ

ているから待 っててね」

○ 子どもたちが工夫する姿や子ども同士がや り

とりを楽 しむ姿を見守 り,お 客になって加わ り

ながらほかにどのようなものが必要かを考え,

言葉掛けをした。

「この紙なんかどうかな?」

「お客さんを呼ぶために何かあるといいね」

考 察

これまで,自 分でつ くることが楽 しい,つ くって満足 という姿を見せていた子どもたちが,つ くったも

のを使って遊びを楽しみたいという姿へと変化 してい く様子がうかがえた事例である。

身近なもの(ペ ットボ トル,花 紙,絵 の具,コ ップ,ス トロー等)を 使って,つ くる楽しさを十分に味

わった子どもたちだからこそ,も っと楽 しみたいと感じ,遊 びを発展させていったのだろう。遊びがメン

バーを変えながらも,半 月続いた様子から,「ジュース屋さんごっこ」が子どもたちにとって魅力的な遊び

だったことがうかがえる。

保育者は,子 どもたちが強 く興味や関心をもつ姿を見取 り,遊 びを広げようとする姿に寄 り添い,周 り

へ と遊びを広げていく役割が求められると感じる。本事例では,十 分にジュースをつくることができるよ

うに素材を準備 し,遊 びに加わりながら保育者も役になりきって会話 をし,遊 びの中心になるメンバーと

そこへやって来たお客とをつなぐ言葉掛けに心掛けた。

本事例から見られた子どもたちの自分 らしさの広が り

自分たちでつ くったもの

をお客にふるまう姿

40



( ~ft1J ) ( jIJie:1J ) (伝え泊叫合

対象 年長児(女A児， B児， c児， D)児巳， E児) 記録日 平成 20年 11月10日(伺月)

場鯛面 ア円スレけチ汁を印使つて |かかわりの対象 (E)@ 自然

これまでの姿

子どもたちは，自分の好きなものになったり，憧れのヒーローやヒ ロインになったりなど，様々な

ものをイメージしながらごっこ遊びを楽しんでいる。

おたのしみ会が近付色絵本「わんぱくだんのにんじゃごっこJから得たイメ ージをもっての劇遊

びが盛んになってきたこの時期 年長児の女の子たちが園庭のアスレチックのつり橋にビニールシ

ートをかぶせ， トンネルをつく ってご戸っ こ遊びを楽しんでいた。

子どもの姿 | 保育者の援助

O 保育者を呼びにくる。

A 1先生，ちょ っと来て !J 
保「どうしたの ?J
B 1し、いことがあるから，来てみてJ

O アスレチックのつり橋に到着する。

A 1中を通ってみて」

B (橋を揺らす)

c 1ガオーッ」

D 1ウォ-J
E (保育者の足を触る)

保「きゃー !J (橋を渡り終わる)

c 1どうだった ?J
保 「ドキドキしちゃった。本当のジャングルみ

たいだったよ」

D 1ドキ ドキしたでしょうJ
保 「ま るで，絵本の『わんぱくだんのはら っぱ

ジャングル』みたし言。これは， ~うみ組わ

んぱくだん』だねj

A 1先生，今度は，わたしたちのお話をっくり

たいね」

O ほかの友だちゃ保育者を誘う 。

A100先生，ちょ っと来てー!J 

考察

O 子どもたちの保育者に来てほしいという気

持ちを受け止め，何が起こるのかを期待しなが

ら子どもたちについて行った。

O 自分たちで遊びを進めている姿を認め， 保育

者も仲間になって一緒に楽しんだ。

「ドキドキしちゃった。本当のジャングルみた

いだったよ」

O 子どもたちが見立てて遊ぶ姿や発する言葉

から遊びのイメージを共有し，遊びを十分に楽

しめるようにした。

O 好きな絵本のことを伝えることで，子どもた

ちカ勺まっきりとしたイメ ージをもてるように

した。

「まるで，絵本の 『わんぱくだんのはらっぱ

ジャングル』みたし、。これは， ~ うみ組わん

ぱくだん』だね」

日頃から子どもたちは，イメ ージしたものを具体化させ遊びを楽しんでいる。本事例もアスレチ

ックの橋にシートをかぶせて トンネルに見立て，動物の鳴き声を真似して雰囲気を盛 り上げながら，

イメ ージを具体化させた遊びである。

自分たちのイメ ージが具体的に出来上がった喜びゃ達成感から，保育者に伝えたいという思いが溢

れ出し，保育者と一緒に楽しんだことで，満足感や充実感を味わうことができたと思う 。また，子ど

もたちのイメージがさらに広がってほしいと考え，子どもたちの好きな絵本を話題にするようにし

た。 その後も，ほかの友だちゃ保育者を呼んで一緒に楽しんでいる様子から，子どもたちの遊びが持

続し，広がっていったと感じた。

これからも，子どもたちの遊ぴの中に芽生えたイメージや思いを見守ったり，共感したり，仲間に

なって遊ぴに参加したりしながら，様々な表現を楽しむ姿に寄り添っていきたい。

本事例から見られた年長児の自分らしさの広がり

司
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